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編集後記
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プラズマ・核融合学会誌編集委員会

プラズマ・核融合学会誌の編
集委員を仰せつかって 2年目に入

りました．様々な大学の先生方との繋がりができ，プラズ
マ・核融合学会の奥深さ幅の広さを感じています．低温プ
ラズマプロセス，高温プラズマプロセス，プラズマ装置製
作，プラズマ計測，プラズマ材料合成などプラズマに関わ
る研究や仕事にも沢山関わってきましたが，まだ経験のな
いプラズマ分野も存在することに改めて気づくことができ
ました．さらに編集委員会は大学や研究機関の方が多く産
業界の方はほとんどいないこともわかりました．今回の編
集委員会への参加をきっかけに，産業界から編集員への新
たな架け橋になればと思いました．プラズマ・核融合学会
の学会発表や年会での学会発表など今までは学会に参加す
る側，学会誌を読む側の視点でお世話になってきましたが，
学会誌を構成する側や学会の内容を確認する側からの視点
に立った時，学会誌を作り上げる大変さと重要性について
とても勉強になりました．学会誌の作られるプロセスがわ
かり，それに携わるたくさんの関係者の協力によって成り

立っていることも良くわかりました．
最近は産業界で使用されるプラズマ用途も世の中のト
レンドと共に変化していると思います．新たな取り組み
として，電池分野，エレクトロニクス分野，3Dプリンター
分野，医療分野など需要も拡大しています．また，研究
開発過程で打開策がないときのプラズマ頼みということ
も良くあります．プラズマへの期待はとても大きいと感
じています．
私事の話になりますが，最近は各種サイエンスの公演，
スポーツ理論，サッカーの指導者など多種多様な内容で，
子ども達や企業，一般の方までお話する機会が増えました．
その取り組み内容として，次世代を担う人たちに世の中
にはいろんな技術があるよ，こんなに面白い世界があるよ，
世の中はいろんなことが結びついて成り立ってるよとい
うことをもっと知ってもらい，様々なことに興味を持っ
てもらう活動をしています．一部メディアにも登場して
います．プラズマ技術も含め自分の知見を後世に伝えら
れるような機会を広げていきたいと思います．�（曽根宏隆）




